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Azthreonam(SQ 26,776)の 泌尿器科領域におけ る使用 経験
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新しく開発された単環系 β-ラクタム抗生剤Azthreonamを40例 に投与 し臨床効果,安 全性お

よび有用性を検討した。 臨床効果は慢性複雑性尿路感染症では著効21・4%,有 効53・6%,無 効

25%で あ った。また,急 性副睾丸炎3例 に対 しては,著 効2例,有 効1例 であった。血液生化学検

査では,1例 に白血球減少,2例 にGOT,GPTの 上昇,1例 に血清カリウムの上昇を認めた。白

血球の減少は他剤 との関係もあ り不明であ り,GOT,GPTの 上昇もす ぐに2例 ともに改善 した。

血清カリウムの上昇は本剤 とは関係ないと思われた。

Azthreonamは1980年 米 国 ス クイ ブ社 で 開 発 され た

新 しい単 環 系 β-ラ ク タ ム 抗 生 物 質 で,化 学 構 造 式 は

Fig1に 示 す と お りで あ る。 本剤 はPaeruginosaを 含

む グラム陰 性 の 桿 菌 お よ び球 菌 に 対 し強 い抗 菌 力 を示 す

とともに,グ ラ ム陰 性 菌 が 産 生 す る 各 種 β-ラ クタ マー

ゼお よび デ ヒ ドロペ プ チ ダー ゼ に 対 して極 め て安 定 であ

るとい う特徴 を有 す る1)。 今 回 我 々は,長 崎 大 学 医 学 部

Fig. 1 Chemical structure of Azthreonam

泌尿器科およびその関連施設において泌尿器科領域各種

感染症患者に本剤を投与する機会を得たのでその成績を

報告する。

1.投 与対象 ・投与方法

長崎大学医学部泌尿器科およびその関連病院5施 設の

入院患者のうち泌尿器科領域各種感染症を有する40例

にAzthreonamを 投与した。 年齢は19歳 から86歳

で あり,男 性36例,女 性4例 であった。 投与方法は

Azthreonamを1日2回,朝 夕,点 滴静注し,投 与量は

1日2gで,投 与期間は急性副睾丸炎3例 が3日 間,複

雑性尿路感染症1例 に2日 間で,他36例 は5日 間であ

った。

II.効 果 判定および副作用判定

原則として開始日と投与終了翌 日に臨床症状の観察 と

検査を行なった。自覚症状として頻尿 ・排尿痛 ・発熱な

どを観察し,尿 所見として白血球数測定 ・尿中細菌の菌

種同定 と菌数測定を行なった。 臨床効果判定 は,UTI
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Table 1 Clinical summary of acute epididymitis cases treated with Azthreonam

薬 効 評価 基 準(第 二 版)2)お よび そ の補 遺3)に 準 じ,尿 中

白血 球 数,細 菌 に よ って判 定 した。 副 作 用 に つ い て も同

様 にUTI薬 効 評 価 基 準 に従 っ た。

III.結 果

泌尿 器 科 領 域 各 種 感 染症40例 の うち 急 性 副睾 丸 炎3

例,慢 性 複 雑 性 尿 路 感染 症37例 に 投 与 した が,UTI薬 効

評 価基 準 で 臨 床 効 果 の判 定 で きた 症 例 は慢 性 複 雑 性 尿 路

感染 症28例 で,除 外 の主 な理 由は,尿 中 細菌 数 や 白血

球 の不 足 で あ っ た。 除 外 症 例 は 副 作用 の み検 討 した.

急 性 副 睾 丸炎3例 は 主 治 医 に よる 判定 では 著 効2例,

有 効1例 で 有 効 率100%で あ った(Table1)。

慢 性 複 雑 性 尿路 感 染 症28例 で は,著 効6例,有 効15

例,無 効7例 で有 効 率75.0%で あ った(Table2,3)。

UTI疾 患 病態 群 別 効 果 で は,第1群 は16例 で 著 効4

例,有 効9例,無 効3例 で 有 効率81.3%,第2群 は3例

で 有 効1例,無 効2例 で 有効 率33.3%,第3群 は1例

で,著 効1例,有 効 率100%,第4群 は2例 で 有 効2

例,有 効 率100%で あ り,第5群 は4例 で 有 効2例,

無 効2例 で有 効 率50%,第6群 は2例 で 著効1例,有 効

1例 で有 効 率100%で あ った(Table4)。

IV.細 菌 学 的 効 果

慢 性 複 雑 性 尿 路 感染 症(28例)か ら分 離 され た34株

中,消 失26株(76.5%),存 続8株 であ った(Table5)。

尿 中 分 離 菌 の推 移 は34株 中26株(76.5%)に 菌 の 消

失 を み て お り,存 続 菌 はSmarcescens2株,H)uru-

8inosa2株,Enterococcus2株,P.maltoppilia1株,

S.epidermidis1株 であ り,ま た 使 用 後 にSfaecalis2

株,Sepidermidis3株,.Enterococcus3株,S.pneu-

moniae1株,GNR1株,GNC1株 が 出現 した(Table

6)。

V-副 作 用

自他覚的には.副 作用は認めなかった0生 化学検査で

はCase6,Case28の2例 にGOT,GPTの 上昇が投

与後認められたが,Azthreonam投 与終了後7日 目には

GOT,GPTと もに正常化 した。GOT,GPTの 上昇は

本剤との関係が考えられる。Case8に 本剤投与後白血

球の減少があったが他剤 との併用もあ り,本 剤との関係

は不明である。Case34に は本剤投与後血清カリウムの

上昇があったが,溶 血などもあ り本剤 とは関係ないと思

われた(Table7,8)。

IV.考 按

Azthreonamは 新 しく開発されたmonobactam系(単

環 β-ラクタム)抗 生物質であ り,全 化学合成品である。

本剤は静脈内投与では投与量に比例した充分な血中濃度

が得られ,そ の半減期は1.63～1.85時 間である0ま た,

本剤は体内でほとんど代謝を受けず,大 部分が未変化体

のまま尿中に排泄され,投 与後24時 間までの尿中回収

率は60～70%で ある。今回我々は急性副睾丸炎3例,

複雑性尿路感染症28例 に使用 したが急性副睾丸炎3例

ともに臨床症状は改善し100%の 有効率であった。複

雑性尿路感染症についてみ ると,UTI薬 効評価基準で

は著効6例,有 効15例,無 効7例 で有効率75.0%で

あったが,対 象が基礎痴患を有する慢性複雑性尿路感染

症であることを考えると,良 好な成績であるといえる。
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Table 3 Overall clinical efficacy of Azthreonam in complicated UTI

Table 4 Overall clinical efficacy of Azthreonam classified by type of infection

Table 5 Bacteriological response to Azthreonam in

complicated UTI

Table 6 Strains appearing after Azthreonam in

complicated UTI



842 CHEMOTHERAPY APR. 1985

Table 7 Clinical laboratory findings before (B) and after (A) Azthreonam treatment

Table 8 Abnormal laboratory findings
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Azthreonam was administered to a total of 40 patients who were admitted to the departments of
Urology of Nagasaki University Hospital and its relevant hospitals, and the results obtained were
as follows:

1) Clinical efficacy of Azthreonam in acute epididymitis was excellent in 2 cases, good in 1 case.
The efficacy rate was 100%.

2) Clinical efficacy of Azthreonam in chronic complicated urinary tract infections was excellent
in 6 cases, moderate in 15 cases and poor in 7 cases. Overall efficacy rate was 75. 0%.

3) Bacteriological response for 34 clinical isolates was as followseradicated, 26 strains; persisted,
8 strains.

4) No side effect was observed in 40 cases, elevation of GOT and GPT was observed in 2 cases,
elevation of serum potassium in 1 case, leukopenia in 1 case.


